室内空気汚染物質測定業務委託（単価契約）　仕 様 書
　
１．目的　　　　　学校保健安全法施行規則に基づき、学校環境衛生の維持管理をする。
２．事業番号　　　多教推委　第11号
３．事業名　　　　室内空気汚染物質測定業務委託（単価契約）
４．施行場所　　　多治見市立小学校13校・中学校8校・幼稚園5園
５．契約期間　　　契約日から令和7年3月31日
６．業務内容　　　
（1）受注者は学校保健法施行規則に基づく検査を次のとおり行うものとする。
	検査項目
	内　容

	室内空気汚染物質測定
	１地点につきホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、パラジクロロベンゼン、エチルベンゼン、スチレン　
以上６項目分析
（市内小中学校・幼稚園計26地点分の分析及び検体の設置・回収を行う）


（2）受注者は学校環境衛生の基準（平成21年文部科学省告示第60号）に基づき、検査を行うものとする。

（3）検査は発注者が指示した期日に行うものとし、検体は受注者において回収するものとする。

（4）受注者は検査完了後、発注者に速やかに検査報告２部を提出するものとする。

７．入札について　

· 入札に際しては、検査一件当たりの税抜き単価を記載すること。
８．契約について
· 契約は入札書に記載された単価に消費税等を加算した額（1円未満の端数が生じる場合は小数点第３位を切り捨てた額とする。）で単価契約を締結するものとする。
· 予定件数は、最低保証件数ではない。

９．委託料の支払　

· 受注者は、委託業務の完了後に支払請求をするものとする。

· 発注者は、支払請求を受理した日から30日以内に請求金額を支払うものとする。

· １０．妨害又は不当要求に対する通報義務

· 受注者は契約の履行に当たり、暴力団又は暴力団員等から事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由が認められない不当若しくは違法な要求を受けた場合又は契約の適正な履行を妨害された場合は警察に通報しなければならない。なお、これらの不当介入を受けたにも関わらず通報しない場合は指名停止措置を講じることがある。

· 受注者は暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことに起因して履行期間内に契約内容を完了することができないときは、発注者に対して履行期間の延長を請求することができる。

１１．その他　　　　

· 輸送にあたっては、常に省エネルギーを心がけ、アイドリングストップの励行、輸送体系の効率化等により、自動車排出を低減すること。

· 業務全般を通して、廃棄物の発生抑制、減量化及びリサイクルに取り組むこと。
